
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題 「衆議院議員田中正造の朝鮮」 

1894（明治27）年の日清戦争は、朝鮮をめぐって清国と戦った、近代日本初の

対外戦争でした。しかし、戦争の結果、清国には勝利しても、その後の朝鮮では

ロシアの影響力が高まり外交では失敗したと評価されています。そのとき、衆議

院議員の田中正造はどのような行動をとったのか。田中正造記念館で保管する

資料を活用しながら、田中正造の活動が足尾鉱毒問題だけではなかったことを

報告します。 

日時 ： 2026（令和8）年 5月 9日（土） 

      午後14時30分～16時00分 

 

場所 ： 館林市文化会館小ホール 

       群馬県館林市城町3-1 
 

定員 ： 250名（入場無料）  
定員になり次第入場制限させていただきます。  

 

講師 ： 茂木克美氏  
『不屈の原点』 資料で語る田中正造著者  

 

＜講師経歴＞ 

1963年佐野市生まれ。佐野市郷土博物館元館長。現在、佐野市文化財保護審議会委員。

1986年専修大学文学部卒、2017年放送大学大学院文化科学研究科修士課程卒。 

主な著作等 『不屈の原点』（2024年、佐野ロータリークラブ）、「県会議員田中正造の”勧業”伸長

活動」『史談』34号（2018年、安蘇史談会）など 

主催 NPO法人 足尾鉱毒事件田中正造記念館 
〒374-0023 群馬県館林市大手町６番 50号 TEL0276-75-8000 FAX0276-75-8013 

後援 館林市・館林市教育委員会（申請中） 


